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 本書は、AEXUS のマニュアルです。AEXUS は帳票のテンプレート(雛型)を作成する機能と、テンプレ

ートを使用した個々の帳票を作成する機能を有しています。 

 

テンプレート作成では雛型の元となる画像ファイルが必要です。画像ファイル上に帳票の入力項目を

配置していきテンプレートを作成します。入力項目はデータベースに関連付けすることが可能です。 

 

帳票作成はテンプレートの選択、患者番号の選択をおこないます。データベースに関連付けられてい

る項目は自動で取得されますので入力の手間を省くことができます。その他の項目はキーボード入力を

おこないます。入力が完了した帳票は印刷または保存が可能です。 

 

 

1.動作環境 

・Microsoft Windows 2000 Professional 、XP Professional/HOME Edition 、Vista Home Basic/Home 

Premium/Business/Enterprise/Ultimate (全ての Windows で 32bit 版のみ) 

・Microsoft.NET Frame Work2.0 以上(インストールされていない場合はネットワーク経由でインストー

ルが可能です) 

・データベースの関連付けを利用する場合 WOLF がインストールされている必要があります。 

無料版 WOLF ver1.0.0 以上、有料版 WOLF ver2.0.0 以上、WOLF-V2.0.4.1 以上 

 

 

2.制限事項 
・データベースの関連付けについて 

患者氏名などの帳票入力項目にデータベースの関連付け設定をおこなうことができます。 

関連付け設定は WOLF 製品版のデータベースでのみ利用可能となっています。 

 

・テンプレートの素材について 

テンプレートおよびテンプレートに使用する画像は帳票ツールに含まれていません。 

そのため、お手持ちの PDF などを画像ファイルにするなどして利用者ご自身でテンプレートを用意す

る必要があります。 

 

・テンプレートに使用可能な素材について 

テンプレートで使用可能なファイルは BMP、PNG、JPG 形式の画像にのみ対応しています。 

PDF、Word、Excel 形式等には対応していません。 

※PDF からの画像取得については巻末のテンプレート画像作成 Tips を参照ください。 

 

・複数ページの帳票について 

単一ページの帳票のみ作成可能です。 複数ページに渡る帳票には対応していません。 

複数ページの帳票を作成したい場合はページ毎にそれぞれテンプレートを作成してください。 

 

・印刷時のサイズについて 

テンプレート作成時に A4縦 横 、A3 縦 横、A5 縦 横 、B5 縦 横、B4縦 横から選択可能です、他の

サイズには対応していません。 

 

・作成したテンプレートファイルについて 

テンプレートファイル(wdt ファイル)作成時、同一フォルダに背景画像が自動でコピーされます。 

テンプレート作成後はテンプレートファイル(wdt ファイル)および背景画像の保存フォルダを変更し

ないでください。 

 

・作成した帳票について 

帳票はテンプレートの画像ファイルを参照しています。 

帳票作成後、テンプレートファイル(wdt ファイル)および背景画像の位置を変更すると帳票が開けな

くなります。 
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3.インストール 

 

setup.exe を実行します。.NET FrameWork がインストールされていない場合、マイクロソフト社のサイ

トにオンライン接続し、NET FrameWork の自動インストールが可能です。「同意する」ボタンクリックで

インストールが始まります。.NET FrameWork のインストールにはインターネット環境が必須です。回線

速度により 10分以上の時間がかかる場合があります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

.NET FrameWork2.0 以上がインストールされている場合または、.NET FrameWork のインストール終了後

に下記画面が表示されます。「次へ」で進んでください。 
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インストールフォルダおよび使用するユーザを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品同梱の印刷物に記載されているシリアル番号を入力してください。 

名前、所属の登録は任意の内容で構いません。 
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「閉じる」ボタンをクリックしてインストール完了です。 
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4.操作方法 

 

4-1.AEXUS 作成編集ウィザード画面 

 起動直後は以下のような画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 帳票を作成するには、まず元となるテンプレートを作成する必要があります。 

 テンプレートとは、帳票画像イメージ上にコントロールを配置してどの位置に何のデータを 

 表示するか定義したものです。 

 

4-2.テンプレート新規作成 

テンプレートの新規作成を選択すると、まず背景となる画像ファイルの選択画面が表示されます。 

 

 
 

ファイルの種類から画像ファイルの種類(BMP、PNG、JPG)を選択して下さい。 

 

※PDF からの画像取得については巻末のテンプレート画像作成 Tips を参照ください。 
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画像ファイル選択後、以下の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレートサイズは A4縦 横 、A3 縦 横、A5 縦 横 、B5 縦 横、B4 縦 横の中から取り込みサイズを

指定します。 

プレビュー画面の赤枠は取り込み範囲です、枠は移動可能ですので任意の位置に移動してください。 

取込ボタン押下で背景画像の取り込みが完了します。 
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4-3.テンプレート編集 

 

取込が完了すると、テンプレートの編集画面になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレート編集画面では、コントロールの配置、コントロールのプロパティ設定、 

WOLFDB との連携設定、印刷設定などがおこなえます。 
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4-3-1. メニュー項目  

 

 メニュー項目の内容は以下のようになっております。 

 

[ファイル] 

  ［新規作成］・・・編集中のテンプレートを破棄して、新たにテンプレートを作成します。 

 ［編集］・・・編集中のテンプレートを破棄して、別のテンプレートを編集します。 

 ［背景画像の変更］・・・テンプレートの背景画像を変更します。 

 ［上書き保存］・・・テンプレートを上書き保存します。 

 ［名前を付けて保存］・・・テンプレートをファイル名を設定して保存します。 

 ［ページ設定］・・・印刷時のページ設定をします。 

 ［印刷プレビュー］・・・印刷プレビューを表示します。 

 ［印刷］・・・印刷をします。 

 ［戻る］・・・編集を破棄して起動時のウィザード画面に戻ります。 

 

[編集] 

  ［ラベルテキストの追加］・・・ラベルテキストコントロールを追加します。 

 ［チェックボックスの追加］・・・チェックボックスコントロールを追加します。 

 ［楕円の追加］・・・囲み楕円コントロールを追加します。 

 ［コントロールの範囲選択］・・・範囲を指定してコントロールの複数選択をおこないます。 

 ［ラベルテキスト自動サイズ調整追加モード］・・・背景画像の線で囲まれた範囲内にサイズを自動

調整してラベルテキストを追加します。 

詳細は「4-4-9.ラベルテキスト自動サイズ調整追加モード」を参照してください。 

 ［チェックボックス自動配置モード］・・・指定された範囲内にある背景画像からチェックボックス 

を検出し自動的に配置します。 

詳細は「4-4-10.チェックボックス自動配置モード」を参照してください。 

 ［選択コントロールの複製］・・・選択されているコントロールを複製します。 

 ［DB に関連付けられたコントロールの配置］・・・DB と関連付けされたコントロールをまとめて追加

したい場合に使用します。 

詳細は「4-4-4.ラベルテキストコントロールの DBとの関連付け」を参照してください。 

 

[表示] 

  ［ズーム］・・・表示内容をズームします。 

 ［背景画像を非表示］・・・背景画像の表示・非表示を設定します。 

 

 

4-3-2. コントロールの種類 

 

コントロールは 3種類あります。 

・ラベルテキストコントロール・・・文字列表示用のコントロール 

・チェックボックスコントロール・・・チェックボックス表示用のコントロール 

・楕円コントロール・・・囲み円および楕円用のコントロール 

 

これらのコントロールを画面に追加することでテンプレートを作成します。 
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4-4.テンプレート編集方法 

 

ラベルテキストコントロール、チェックボックスコントロール、楕円コントロールを配置してください。

配置したコントロールのプロパティ設定、および印刷設定などをおこない、テンプレートを編集してい

きます。 

 

4-4-1.ラベルテキストコントロールの配置 

 

［ラベルテキストの追加］をメニューから選択すると、画面の左上にコントロールが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントロールにマウスカーソルを合わせてクリックをすると、コントロールが選択状態(四隅に四角い

点が表示されます)になり、移動およびサイズの変更が可能になります。 
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そのままドラッグして、配置したい位置にコントロールを移動させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-4-2.ラベルテキストコントロールのメニュー項目 

 

コントロールの上にマウスカーソルを置いて、右クリックでコントロールのメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラベルテキストコントロールのメニューは以下のようになっております。 

 

 ［プロパティ］・・・コントロールのプロパティ画面を表示します。 

 ［フォント］・・・コントロールのフォントを設定します。 

 ［配置］・・・コントロールの文字列の配置位置を設定します。 

 ［透過］・・・コントロールの背景の透過を設定します。 

       (透過を ON にすると、背景画像が表示されるようになります) 

 ［複製］・・・コントロールの複製を新たに追加します。 

 ［削除］・・・コントロールを削除します。 

 

 ［フォント］および［配置］はプロパティ画面からも設定できます。 
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4-4-3.ラベルテキストコントロールのプロパティ 

 

  ラベルテキストコントロールのプロパティは以下のようになっております。 

 

［一般］ 

 ［WOLFDB 項目に関連付け］・・・WOLFDB と関連付けをおこないます。データを抽出します。 

WOLF 上の項目を選択することで、帳票作成時にデータを取得することができます。 

 ［書込み不可］・・・帳票作成時に書込み不可とします。 

 ［印刷しない］・・・帳票作成時に印刷不可項目とします。 

 

［表示形式］ 

 ［文字］・・・文字列表示項目に設定します。 

 ［数値］・・・数値表示項目に設定します。 

 ［小数点以下桁数］・・・小数点以下の表示桁数を設定します。 

 ［カンマ表示］・・・3桁ごとにカンマを表示するか設定します。 

 ［通貨］・・・通貨表示するか設定します。 

 ［記号］・・・通貨表示時の通貨記号を設定します。 

 ［日付］・・・日付表示項目に設定します。表示時のフォーマットも設定できます。 

  short：Windows の地域と言語のオプション「短い形式」に準拠します yyyy/MM/dd 等 

long：Windows の地域と言語のオプション「長い形式」に準拠します yyyy 年 MM 月 dd 日等 

  和暦：和暦で表示します。 

 ［本日日付］・・・本日日付表示項目に設定します。 

 

［配置］ 

 [横位置] 

［左詰め］・・・文字列の横位置を左詰めにします。 

 ［中央揃え］・・・文字列の横位置を中央揃えにします。 

 ［右詰め］・・・文字列の横位置を右詰めにします。 

 ［均等］・・・文字列の横位置を均等割り付けで表示します。 

 [縦位置] 

 ［上詰め］・・・文字列の縦位置を上詰めにします。 

 ［中央揃え］・・・文字列の縦位置を中央揃えにします。 

 ［下詰め］・・・文字列の縦位置を下詰めにします。 

 ［均等］・・・複数行の文字列の縦位置を均等割り付けで表示します。 

 ［標準の文字ピッチにする］・・・文字列の文字間隔を既定のピッチにします。 

 ［文字ピッチ］・・・文字列の文字間隔を設定します。 

 ［標準の行ピッチにする］・・・文字列の行間隔を既定のピッチにします。 

 ［行ピッチ］・・・文字列の行間隔を設定します。 

 ［枠内でフォントサイズの自動調整］・・・文字ピッチ及び行ピッチの値から、フォントサイズを自

動計算し設定します。 

  

［フォント］ 

 ［フォント名］・・・フォントの種類を設定します。 

 ［スタイル］・・・フォントスタイルを設定します。 

 ［サイズ］・・・フォントサイズを設定します。 

 ［取り消し線］・・・取り消し線を表示します。 

 ［下線］・・・下線を表示します。 

 

［定型文］・・・定型文の登録・削除がおこなえます。 

 ［定型文内容入力］・・・定型文の内容を設定します。 

 ［追加］・・・定型文を追加します。 

 ［削除］・・・定型文を削除します。 

 ［▲］・・・選択された定型文の表示位置をひとつ上にします。 
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 ［▼］・・・選択された定型文の表示位置をひとつ下にします。 

 

 

4-4-4.ラベルテキストコントロールの DB との関連付け 

 

プロパティから［WOLFDB 項目に関連付け］にチェックを付ける事で、WOLFDB との関連付けがおこなえ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リストから関連付けをおこないたい項目を選択し、OKボタンで確定してください。 

 

テンプレート作成・編集時は項目名が表示されるだけですが、 

帳票作成時には指定した患者番号の患者情報を取得し、自動的に転記されます。 

 

テンプレート編集画面の「編集」メニュー内にある［DBに関連付けられたコントロールの配置］を使用

することで、まとめて複数のコントロールを追加することができます。 

追加したい項目にチェックをつけ新規作成ボタンをクリックしてください。 
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4-4-5.チェックボックスコントロールの配置 

 

［チェックボックスの追加］をメニューから選択すると、画面の左上にコントロールが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントロールにマウスカーソルを合わせてクリックをすると、コントロールが選択状態になり、移動可

能になります。 

そのままドラッグして配置したい位置にコントロールを移動してください。 

 

4-4-6.チェックボックスコントロールのメニュー項目 

 

コントロールの上にマウスカーソルを置いて、右クリックをすると、コントロールのメニューが表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックボックスコントロールのメニューは以下のようになっております。 

 

 ［チェック］・・・チェックマークの表示・非表示を設定します。 

 ［チェック形状］・・・チェックマークの形状を設定します。 

 ［印刷しない］・・・コントロールを印刷するかしないかを設定します。 

 ［複製］・・・コントロールの複製を新たに追加します。 

 ［削除］・・・コントロールを削除します。 
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4-4-7.楕円コントロールの配置 

 

［楕円の追加］をメニューから選択すると、画面の左上にコントロールが追加されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コントロールにマウスカーソルを合わせてクリックをすると、コントロールが選択状態になり、移動可

能になります。 

そのままドラッグして配置したい位置にコントロールを移動してください。 

 

4-4-8.楕円コントロールのメニュー項目 

 

コントロールの上にマウスカーソルを置いて、右クリックを押すと、 

コントロールのメニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

楕円コントロールのメニューは以下のようになっております。 

 

 ［チェック］・・・楕円の表示・非表示を設定します。 

 ［線の太さ］・・・楕円の線の太さを設定します。デフォルトは「３」です。 

 ［印刷しない］・・・コントロールを印刷するかしないかを設定します。 

 ［複製］・・・コントロールの複製を新たに追加します。 

 ［削除］・・・コントロールを削除します。 
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4-4-9.ラベルテキスト自動サイズ調整追加モード 

 

［ラベルテキスト自動サイズ調整追加モード］をメニューから選択すると、 

背景画像上の線で囲まれた範囲にラベルテキストを追加します。 

サイズは範囲内に収まる形で自動的に調整されます。 

 

 メニューから「ラベルテキスト自動サイズ調整追加モード」内、 

「幅優先」「高さ優先」のどちらかを選択すると、メニューの左側にチェックマークが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この状態で、下図のような背景画像上の線で囲まれた範囲内をクリックすると、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その範囲内にサイズ調整されたラベルテキストが追加されます。 

 

再度メニューから先程選択した「幅優先」「高さ優先」を再選択しますと、 

チェックマークが消えてラベルテキスト自動サイズ調整追加モードが終了します。 
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範囲内に文字列などが存在する場合は、「幅優先」か「高さ優先」によって 

サイズの自動調整の動作が変わります。 

 

 
 

上図のような場合に「幅優先」を選択してクリックした際は 

 
最大幅を優先し、文字列が存在する位置で高さが調整されます。 

(文字により若干の誤差がございます) 

 

「高さ優先」でクリックされた際は 

 
最大の高さを優先し、文字列が存在する場所で幅が調整されます。 
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4-4-10.チェックボックス自動配置モード 

 

［チェックボックス自動配置モード］をメニューから選択すると、 

背景画像からチェックボックスを判定し、重ねるような形でチェックボックスコントロールを 

配置します。 

 

 メニューから「チェックボックス自動配置モード」を選択すると、 

メニューの左側にチェックマークが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この状態で、背景画像でマウスボタンを押した後マウスを動かすと、範囲を示す四角が表示されます。 

背景画像上のチェックボックスを四角で囲ってマウスボタンを離してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景画像からチェックボックスを自動的に検出し、チェックボックスコントロールを配置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再度メニューから「チェックボックス自動配置モード」を選択しますと、 

チェックマークが消えてチェックボックス自動配置モードが終了します。 
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4-4-11.ページ設定 

 

ファイルのメニューから［ページ設定］を選択すると、ページ設定画面に遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用紙のサイズ、印刷の向き、余白などが設定できます。 

用紙のサイズおよび印刷の向きは、取込範囲指定で設定した値がデフォルトとして 

設定されています。 

 

余白は全て「０」がデフォルトとして設定されています。 

 

 

4-5.テンプレート保存 

 

テンプレートの編集がすべて終了したら、テンプレートを保存します。 

新規作成時及び既に保存されたファイル名と別名で保存したい場合は、［名前を付けて保存］、 

編集で開いたファイルを上書きしたい場合は、［上書き保存］で保存して下さい。 

 

保存したファイルは、テンプレートの編集で再度編集が可能です。 

 

編集が終了したら、［戻る］でウィザード画面に戻ります。 
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4-6.帳票作成方法 

 

帳票を作成する場合は、ウィザード画面から帳票の［新規作成］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンを押下するとまずテンプレート選択ダイアログが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読込みたいテンプレートを選択してください。 
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次に WOLF 患者検索ダイアログが表示されます。 

 
 

WOLF に登録されている、帳票を作成したい患者の検索条件を入力し、検索ボタンを押下します。 

表示された検索結果から該当患者を選択します。 

 

テンプレートの読み込みおよび WOLFDB からのデータ読み込みが完了すると、 

帳票作成画面が表示されます。 

WOLFDB との関連付けが設定されていた項目には、自動的にデータが転記されます。 
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また、複数の結果を持つ項目(病名や診療内容など)は右クリックのメニューから 

［候補一覧］を選択する事で、リストに候補の一覧が表示されます。 

 

 
 

そこから、選択(複数選択可能)して転記する事が可能です。 

 

同様に登録しておいた定型文も［候補一覧］から呼び出せます。 

 

※帳票作成時は、コントロールの移動が出来ません。 

 テンプレート作成時に、位置合わせをしておく必要があります。 

 

4-7.帳票印刷 

必要な項目を記入後、メニューから［印刷］を選択すれば、印刷できます。 

印刷プレビューを確認したい場合は、［印刷プレビュー］を選択して下さい。 

 

 

4-8.帳票保存 

メニューから保存を選択する事で帳票の保存が可能です。 

新規作成時及び既に保存されたファイル名と別名で保存したい場合は、［名前を付けて保存］、 

編集で開いたファイルを上書きしたい場合は、［上書き保存］で保存して下さい。 

 

保存したファイルは、帳票の編集で再度編集が可能です。 

 

編集が終了したら、［戻る］でウィザード画面に戻ります。 
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4-9.アプリケーションの終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウィザード画面の終了ボタン押下でアプリケーションが終了します。 
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付録1.テンプレート画像作成Tips 

テンプレートに使用する画像は帳票ツールには含まれていません。 

そのためお手持ちの PDF などを利用してご自身で画像を用意する必要があります。 

参考として Ghostscript または Adobe Reader 8 を利用した画像作成方法を解説します。 

以下の方法は PDF を BMP 画像に変換している関係上、印字画質が低下しますので予めご了承ください。 

 

付録 1-1.Ghostscript を利用した PDF の直接取り込み 

Ghostscript を別途インストールすることで PDF から画像の取り込みをおこなうことができます。 

 

※PDF の形式によっては読み込めない場合がありますので予めご了承ください。 

 

下記サイトから Ghostscript をダウンロードします。 

http://auemath.aichi-edu.ac.jp/~khotta/ghost/index.html 

※Ghostscript 8.62 で動作を確認しています。(2008 年 5 月 12 日時点) 

 

ダウンロードしたファイルを解凍し、「setupgs.exe」をして実行して下さい。 

実行直後の画面で「Use Windows TrueType fonts for Chinese, Japanese and Korean」の項目を必ず

チェックして進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://auemath.aichi-edu.ac.jp/~khotta/ghost/index.html
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インストールが完了したら帳票ツールを起動し、テンプレートの新規作成をおこなってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ghostscript がインストールされていると、テンプレート新規作成時の画像ファイル選択画面で PDF が

選択可能になります。 

ファイルの種類から「PDF ファイル」を選択し、テンプレートとする PDF ファイルを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PDFを選択し取り込みたいPDFのページ番号を入力します(複数ページの取り込みに対応していません)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降はテンプレート新規作成と同様の操作でテンプレートを作成します。 



MDI-AEXUS-MAN-001 

 27 

 

付録 1-2.Adobe Reader を利用した PDF からの画像作成 

Adobe 社の Adobe Reader 8 を使用して帳票用画像を作成する手順を解説します。 

 

まず、画像作成をしたい対象の PDF を Adobe Reader で開きます。 

Adobe Reader の編集メニューから「環境設定」を選択します。 

分類の「一般」を選択し、「スナップショットツール画像に固定解像度を使用」の項目を「300 ピクセル

/インチ」に設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツールの「選択とズーム」から「スナップショットツール」を選択します。 
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画像を作成したいページを縮小させるなどして全体を表示させ、帳票をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した範囲がコピーされるので、そのまま Windows のアクサリにあるペイント等に張り付け、BMP で

画像を保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以降の操作は、通常通りテンプレートの新規作成をおこない、画像選択画面で保存した画像を指定して

ください。 

 


